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第
六
十
回
国
際
原
子
力
機
関
総
会
で
の
石
原
宏
高
内
閣
府
副
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
に
ウ
イ
ー
ン
で
始
ま
っ
た
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
年
次
総
会
で
、
石
原
宏
高
内

閣
府
副
大
臣
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
す
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
を
推
進
し
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
着
実
に
利
用
す
る
」
こ
と
を

強
調
す
る
演
説
を
行
っ
た
。
こ
の
演
説
の
内
容
に
関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

原
子
力
発
電
所
に
関
し
、
「
設
置
自
治
体
の
理
解
も
得
な
が
ら
、
再
稼
働
を
進
め
て
い
く
」
と
の
演
説
に
関
し
、
「
理
解

も
得
な
が
ら
」
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
行
為
、
状
態
で
あ
れ
ば
「
理
解
を
得
た
」
と
判
断
す
る
の
か
、
さ
ら
に

「
設
置
自
治
体
の
理
解
」
だ
け
で
充
分
と
考
え
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
推
進
に
よ
り
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
着
実
に
利
用
す
る
」
と
演
説
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
、
日
本
が

保
有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
を
減
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
だ

け
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

「
世
界
に
開
か
れ
た
形
で
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
を
進
め
」
と
演
説
し
て
い
る
が
、
世
界
に
開
か
れ
た
形
で
の
汚
染
水
対
策

と
は
具
体
的
に
ど
ん
な
対
策
の
こ
と
な
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


